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『
無
量
寿
経
釈
』
の
場
合

角

野

玄

樹

は
じ
め
に

『
無
量
寿
経
』
の
無
上
功
徳
文
に
対
し
て
、
法
然
は
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』）
に
お
い
て
、
選
択
讃
嘆
と
表
現

す
る
。
無
上
功
徳
文
の
内
容
は
、
称
名
念
仏
を
修
す
と
、
大
利
・
無
上
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
説
く
が
、
こ
れ
を
、
釈
迦
の
選
択
で
あ
り
、

釈
迦
の
讃
嘆
で
あ
る
と
、
法
然
は
解
釈
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
無
上
功
徳
の
文
を
、
釈
迦
の
主
語
と
す
る
に
は
、
少
し
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
称
名
念
仏
を
し
て
無
上
功
徳

が
得
ら
れ
る
事
態
は
、
本
来
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
が
大
き
く
関
係
す
る
事
柄
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
無
上
功
徳
文
の
主
語
は
、
阿
弥
陀

仏
で
あ
る
と
す
る
主
張
も
成
り
立
つ
し
、
八
種
選
択
中
の
他
の
七
種
を
参
照
し
て
も
、
阿
弥
陀
仏
主
語
の
ほ
う
が
有
力
の
よ
う
に
見
え

る
。
な
ぜ
、
無
上
功
徳
の
文
を
、
釈
迦
が
主
語
、
つ
ま
り
、
釈
迦
帰
属
と
す
る
の
か
、
こ
れ
を
本
稿
の
主
要
問
題
の
一
つ
と
す
る１

）
。

右
記
の
問
題
提
起
は
、『
選
択
集
』
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
無
上
功
徳
の
文
を
、
釈
迦
帰
属
と
す
る
の
は
、『
選
択

集
』
以
前
の
成
立
と
さ
れ
る
、『
無
量
寿
経
釈
』（
以
下
『
大
経
釈
』）
の
時
点
で
既
に
な
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、『
逆
修
説
法
』
で
も
、

同
文
を
釈
迦
帰
属
と
す
る２

）
。
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本
稿
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
特
に
『
大
経
釈
』
に
絞
っ
て
考
察
す
る
。
本
稿
の
流
れ
は
、
ま
ず
第
一
節
で
、
こ
の
問
題
を
よ

り
詳
し
く
説
明
す
る
。
次
に
第
二
節
で
、『
大
経
釈
』
に
お
け
る
無
上
功
徳
文
の
解
釈
の
内
容
を
検
討
す
る
。
こ
の
内
容
検
討
も
、
本

稿
の
主
題
の
一
つ
と
す
る
。
最
後
に
第
三
節
で
、
そ
の
内
容
検
討
を
踏
ま
え
て
、
も
う
一
つ
の
主
題
、
す
な
わ
ち
、
冒
頭
に
あ
げ
た
問

題
に
対
す
る
解
答
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
よ
り
、
同
文
に
対
す
る
『
大
経
釈
』
の
解
釈
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

ち
な
み
に
、
残
り
の
『
逆
修
説
法
』『
選
択
集
』
に
お
け
る
冒
頭
に
あ
げ
た
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
予
定
し
て
い
る
続
篇
で
論

じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

第
一
節

無
上
功
徳
文
の
釈
迦
帰
属
の
問
題

無
上
功
徳
の
文
を
、
釈
迦
帰
属
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
、
輪
郭
を
明
ら
か
に
し
て
み
る
。

選
択
讃
嘆
の
文
で
あ
る
、
無
上
功
徳
の
文
を
あ
げ
よ
う
。

（
資
料
１
）

仏
語ハク
弥
勒ニ
、
其レ
有テ
得ル
聞ク
ヲ

彼ノ
仏ノ
名
号ヲ
、
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念セ
、ンニ
当ニ
知ル
、
此ノ
人
為

得タリト
大
利ヲ
、
則チ
是レ
具

足ス
無
上ノ
功
徳ヲ
。３

）

こ
の
要
文
の
内
容
は
、
一
念
を
す
れ
ば
、
大
利
・
無
上
功
徳
が
得
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
念
仏
を
し
て
大
利
・
無
上
功
徳

が
得
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
が
大
き
く
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
他
の
七
種
の
選
択
の

傾
向
に
従
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
帰
属
の
文
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、『
選
択
集
』
お
い
て
は
、
同
文
は
釈
迦
帰
属
の
文
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
問
題
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
問
題
提
起
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
、
応
答
も
考
え
ら
れ
る
。『
無
量
寿
経
』
を
説
く
の
は
、
ま
さ
に
釈
迦
な
の
だ
か
ら
、
釈
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迦
帰
属
で
も
よ
い
の
で
は
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』『
般
舟
三
昧
経
』
の
い
ず

れ
も
、
釈
迦
が
説
い
て
い
る
経
典
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
経
典
の
念
仏
要
文
の
解
釈
で
あ
る
、
八
種
選
択
中
の
他
の
七
種
の
選
択
を
見
る

と
、
周
知
の
と
お
り
、
釈
迦
の
み
の
帰
属
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

①
選
択
本
願
（
阿
弥
陀
仏
・『
無
量
寿
経
』）

②
選
択
讃
嘆
（
釈
迦
・『
無
量
寿
経
』）

③
選
択
留
教
（
釈
迦
・『
無
量
寿
経
』）

④
選
択
摂
取
（
阿
弥
陀
仏
・『
観
無
量
寿
経
』）

⑤
選
択
化
讃
（
阿
弥
陀
仏
・『
観
無
量
寿
経
』）

⑥
選
択
付
属
（
釈
迦
・『
観
無
量
寿
経
』）

⑦
選
択
証
誠
（
六
方
諸
仏
・『
阿
弥
陀
経
』）

⑧
選
択
我
名
（
阿
弥
陀
仏
・『
般
舟
三
昧
経
』）

と
、
八
種
選
択
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
語
は
、
釈
迦
以
外
に
も
、
阿
弥
陀
仏
も
あ
れ
ば
、
六
方
諸
仏
も
あ
る
。
故
に
、〞『
無
量
寿
経
』
を
説

く
の
は
、
ま
さ
に
釈
迦
な
の
だ
か
ら
、
釈
迦
帰
属
で
も
よ
い
〝
と
い
う
応
答
だ
け
で
は
、
満
足
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
選
択
讃
嘆
以
外
の
七
種
の
選
択
の
内
容
を
見
る
と
、
そ
の
念
仏
要
文
に
お
い
て
、
最
初
に
行
動
す
る
仏
が
、
優
先
的
に
そ
の

選
択
の
主
語
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
選
択
本
願
の
場
合
、
第
十
八
願
を
誓
う
の
は
、
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
で
あ

る
。
第
十
八
願
文
は
、『
無
量
寿
経
』
に
所
収
す
る
。
し
か
し
、『
無
量
寿
経
』
を
説
く
釈
迦
が
、
選
択
本
願
の
主
語
と
は
な
ら
な
い
。

第
十
八
願
文
の
内
容
で
、
最
初
に
行
動
す
る
仏
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
阿
弥
陀
仏
が
、
そ
の
選
択
の
主
語
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
八
種
選
択
の
う
ち
、
七
種
の
選
択
に
お
い
て
は
、
そ
の
念
仏
要
文
で
、
最
初
に
行
動
を
お
こ
す
仏
が
、
そ
の
選
択
の

三

無
上
功
徳
文
に
対
す
る
法
然
の
解
釈
（
一
）



主
語
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
選
択
讃
嘆
の
み
、
そ
の
傾
向
を
無
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

故
に
、
無
上
功
徳
文
の
釈
迦
帰
属
の
理
由
に
つ
い
て
、
同
経
を
釈
迦
が
説
い
て
い
る
か
ら
と
い
う
解
答
で
は
、
解
決
に
な
っ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
別
の
解
答
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
解
答
を
、
本
稿
で
は
『
大
経
釈
』
に
絞
っ
て
、
探
る
こ
と
に
す
る
。

し
か
し
、
今
問
題
の
場
と
し
て
い
る
八
種
選
択
は
、『
選
択
集
』
の
み
で
説
く
教
説
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
問
題
は
、『
選
択
集
』
の

み
で
お
こ
っ
て
い
る
と
い
う
疑
念
も
お
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、『
選
択
集
』
の
問
題
を
、『
大
経
釈
』
を
検
討
し
て
、
そ
の
問

題
に
対
す
る
解
答
を
施
す
の
は
筋
違
い
で
は
、
と
い
う
疑
念
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
『
大
経
釈
』
を
含
む
三
部
経
講
説
で
は
、
念
仏
要
文
の
主
語
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
念
の
た
め
、
い
く
つ
か
例

を
あ
げ
て
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

『
大
経
釈
』
の
本
願
文
で
は
、
阿
弥
陀
仏
（
法
蔵
菩
薩
）
が
主
語
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る４

）
。
あ
る
い
は
、『
観
無
量
寿
経
』
の

摂
取
文
で
も
、
や
は
り
、
阿
弥
陀
仏
帰
属
の
よ
う
で
あ
る
（『
観
無
量
寿
経
釈５

）
』）。
あ
る
い
は
、『
阿
弥
陀
経
』
の
証
誠
文
で
も
、
六
方

諸
仏
帰
属
と
な
っ
て
い
る
（『
阿
弥
陀
経
釈６

）
』）。
こ
の
よ
う
に
、
三
部
経
は
、
釈
迦
が
説
法
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
釈
迦
帰
属
と
は
限

ら
な
い
。
や
は
り
、
そ
の
念
仏
要
文
で
、
最
初
に
行
動
を
お
こ
す
仏
が
主
語
と
な
る
傾
向
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
三
部
経
講
説
の
念
仏
要
文
で
も
、
最
初
に
行
動
を
お
こ
す
仏
が
主
語
と
な
る
傾
向
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
、『
選
択

集
』
と
同
様
に
、
な
ぜ
、
無
上
功
徳
文
で
は
、
阿
弥
陀
仏
帰
属
で
は
な
く
、
釈
迦
帰
属
な
の
か
、
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
、『
大
経

釈
』
に
お
け
る
、
同
問
題
に
対
す
る
解
答
を
示
す
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
無
上
功
徳
文
に
対
す
る
『
大
経
釈
』
解
釈
文

を
詳
し
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
節
で
は
、『
大
経
釈
』
の
該
当
文
を
考
察
す
る
。
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第
二
節

無
上
功
徳
文
に
対
す
る
『
大
経
釈
』
の
解
釈

第
二
節
第
一
項

『
大
経
釈
』
該
当
文
の
概
要

無
上
功
徳
文
に
対
す
る
『
大
経
釈
』
の
解
釈
文
を
あ
げ
る
。

（
資
料
２
）

六ニ
流
通ノ
初ニ
、
其レ
有テ
得

聞ク
彼
名
号ヲ
、
歓
喜
踊
躍シテ
乃
至
一
念セ
、ンニ
当

知
為

得

大
利ヲ
。
此
人
則
是レ
具

足セリ
無
上
功
徳

者
、
此ノ
文
有

四ノ
意
。
一ニハ
来
意
、
二ニハ
廃シテ
助
念
及ビ
諸
行ヲ
、
明ス
但
念
仏ヲ
、
三ニハ
挙テ
一
念ヲ
、
況ス
十
念
等ニ
。
四ニハ
生ズ
信
心

不

為

誹ヲ
謗
。

一ニ
来
意ト
者
、
上ノ
正
宗ハ
正ク
為

時
会ノ
衆
生ノ
、
説ナリ
念
仏
往
生ノ
法ヲ
也
。
今ノ
流
通ト
者
非ズ
但ダ
当
時
獲ノミ
大
利
益ヲ
、
後
五
百
歳
亦タ
説テ
念
仏
往
生ノ

法ヲ
、
遠ク
ス

妙
道ヲ
等
。
云

云

二ニハ
此ハ
廃シテ
上ノ
助
念
及ビ
諸
行ヲ
、
明ス
但
念
仏

故ト
ハ

者
、
上ノ
本
願ノ
願
成
就ノ
文ニ
雖

明スト
但
念
仏ヲ
、
上ノ
来
迎ノ
願
等ノ
中
及ビ
次ノ
三
輩ノ
文
明

助
念ノ

往
生
、
諸
行ノ
往
生ヲ
。
依テ
之ニ
諸ノ
往
生ノ
行
者
、
於

但
念
助
念
諸
行ニ
、
懐テ
疑
網ヲ
未ダ
決シ
。
故ニ
至テ
流
通ニ
、
初ニハ
廃

助
念
諸
行ノ
二
門ヲ
、
明ス

但
念
仏
往
生ヲ
。
謂ク
其
有

得

聞ク
彼ノ
仏ノ
名
号ヲ
。
云

云

善
導ノ
釈ニ
云
。
其
有

得

聞

彼ノ
弥
陀
仏ノ
名
号ヲ
、
歓
喜シテ
至

一
念ニ
皆ナ
当ニ
得

生ス
彼ニ
。

云
云

此ノ
義
亦タ
非ズ
私ノ
意ニ
、
即チ
善
導ノ
御
意
也
。
此ノ
経ノ
三
輩ノ
中ニ
説キ
助
念
及ビ
諸
行ヲ
、
後ニ
流
通ノ
中ニ
、
廃シテ
之ヲ
唯ダ
明ス
念
仏ヲ
。
其ノ
次
第
似タリ
観
経ニ
。

観
経ノ
中ニ
、ハ
先ヅ
広ク
逗シテ
機
縁ニ
、
説テ
十
三
定
善
、
三
福
九
品ノ
之
業ヲ
明ス
諸
行
往
生ヲ
。
其ノ
次ニ
仏
以

此ノ
法ヲ
、
付
属シ
給
フ

文ニ
云ク
。
仏
告ハク
阿
難
、

汝ヂ
好ク
持

是ノ
語ヲ
等
。
云

云

善
導ノ
釈ニ
云
。
従

仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語

已
下ハ
、
正ク
明ス
付

属
弥
陀ノ
名
号ヲ
、
流

通スル
ヲ

於

代ニ
。
上
来

雖

説クト
定
散
両
門
之
益ヲ
、
望レバ
仏ノ
本
願ニ
、
意
在リ
衆
生ヲシテ
一
向
専ラ
称シムルニ
弥
陀
仏ノ
名ヲ
。
已

上

此レ
已ニ
如

此ノ
、
今
経
亦タ
如

此ノ
。
上ニハ
逗シテ
機

縁ニ
、
且ク
雖トモ
説クト
助
念
仏
往
生
及ビ
諸
行
往
生
之
旨ヲ
、
准ル
仏ノ
本
願ニ
故ニ
、
至テ
于
流
通ノ
初ニ
、
廃シテ
諸
行ヲ
帰スル
但
念
仏ニ
也
。
助
行
猶ヲ
廃ス
之ヲ
、

五
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況ヤ
但
諸
行ヲ
哉
。
云

云
７
）

無
上
功
徳
文
の
部
分
か
ら
、『
無
量
寿
経
』
の
流
通
分
で
あ
る
と
法
然
は
解
釈
す
る
。
そ
の
無
上
功
徳
の
文
に
は
、
四
つ
の
意
図
が
あ

る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
来
意
、
第
二
に
廃
助
念
及
諸
行
明
但
念
仏
、
第
三
に
挙
一
念
況
十
念
等
、
第
四
に
生
信
心
不
為
誹
謗

で
あ
る
。
こ
の
資
料
２
で
は
、
第
二
の
廃
助
念
及
諸
行
明
但
念
仏
の
範
囲
ま
で
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
こ
ま
で
を
中
心
に
検
討
す
る
。

第
一
の
来
意
で
は
、
流
通
分
で
あ
る
無
上
功
徳
文
を
説
く
意
図
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
正
宗
分
は
、
釈
迦
の
言
葉
を
直

接
聞
く
聴
衆
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
流
通
分
は
、
釈
迦
滅
後
の
正
法
以
降
の
衆
生
の
た
め
に
、
念
仏
往
生
の
教
え
を
説
き
、

遠
い
時
代
ま
で
利
益
を
及
ぼ
す
の
だ
と
す
る
。

第
二
の
廃
助
念
及
諸
行
明
但
念
仏
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
疑
網
」
を
あ
げ
る
。
つ
ま
り
、
正
宗
分
に
お
け
る
第
十
八
願
・
第
十
九
願

な
ど
や
三
輩
で
は
、
念
仏
往
生
の
他
に
、
諸
行
往
生
も
説
く
。
そ
し
て
、
本
願
文
・
三
輩
文
は
、
但
念
仏
往
生
義
・
助
念
仏
往
生
義
・

諸
行
往
生
義
の
三
義
を
含
ん
で
い
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
が
念
仏
往
生
の
教
え
を
中
心
的
に
説
く
に
し
て
も
、
助

念
仏
往
生
や
諸
行
往
生
の
道
も
一
応
示
す
。
故
に
、
但
念
仏
往
生
の
道
に
進
む
べ
き
か
、
助
念
仏
往
生
や
諸
行
往
生
の
道
に
進
む
べ
き

か
、『
無
量
寿
経
』
の
読
み
手
は
、
疑
い
を
懐
い
て
し
ま
う
と
す
る
。『
無
量
寿
経
』
流
通
分
に
お
い
て
、
こ
の
疑
網
を
解
消
す
べ
く
、

無
上
功
徳
の
文
を
説
く
の
だ
と
す
る
。
無
上
功
徳
の
文
は
、
但
念
仏
往
生
を
明
ら
か
に
し
、
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
す
る
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
廃
明
を
示
す
。

更
に
、『
無
量
寿
経
』
の
無
上
功
徳
文
を
含
む
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
内
容
は
、『
観
経
』
流
通
分
の
付
属
文
を
含
む
そ
こ
に
至
る
ま
で

の
内
容
と
、
近
似
し
て
い
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
観
経
』
で
は
、
定
散
二
善
を
説
く
が
、『
観
経
』
に
お
け
る
釈
迦
の
意
図
は
、
第

十
八
願
文
を
参
照
す
る
に
、
衆
生
に
一
向
念
仏
さ
せ
る
こ
と
だ
と
す
る
。
そ
の
証
拠
文
と
し
て
、『
観
経
』
付
属
の
文
と
、
善
導
『
観

経
疏
』
の
付
属
の
釈
文
を
引
用
す
る
。
こ
の
『
観
経
』
の
内
容
と
、『
無
量
寿
経
』
の
内
容
が
似
て
い
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、『
無
量
寿
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経
』
で
も
、
本
願
文
や
三
輩
文
で
は
、
様
々
な
機
根
に
対
応
し
て
、
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
説
く
。
し
か
し
、
流
通
分
の
無
上
功

徳
文
に
お
け
る
釈
迦
の
意
図
は
、
第
十
八
願
文
に
し
た
が
う
に
、
衆
生
に
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
さ
せ
、
但
念
仏
往
生
に
帰
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
帰
を
説
く8

）
。
つ
ま
り
、
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
の
道
に
迷
う
人
に
対
し
、
無
上

功
徳
文
の
釈
迦
の
意
図
は
、
但
念
仏
往
生
の
道
に
進
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
廃
帰
は
示
す
。
こ
れ
で
疑
網
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る

と
、
法
然
は
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
第
二
項

法
然
が
描
く
『
無
量
寿
経
』
の
話
の
流
れ

次
に
、
資
料
２
の
内
容
に
お
け
る
、
二
つ
の
要
素
に
つ
い
て
、
第
二
節
の
第
二
項
・
第
三
項
に
わ
た
っ
て
、
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。

第
一
に
、
法
然
が
描
く
『
無
量
寿
経
』
の
話
の
流
れ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
疑
網
の
人
は
、
誰
か
と
い
う
問
題
を
考
え
る
。

資
料
２
の
来
意
に
お
い
て
、
流
通
分
は
、
釈
迦
滅
後
の
衆
生
に
対
し
て
説
く
も
の
だ
と
す
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
疑

網
を
懐
く
人
は
、
釈
迦
滅
後
の
人
で
あ
ろ
う
。『
大
経
釈
』
に
お
け
る
疑
網
を
懐
く
人
と
い
う
の
は
、「
諸ノ
往
生ノ
行
者
」（
資
料
２
）
と

あ
る
よ
う
に
、
往
生
の
道
に
進
む
人
な
の
で
、
そ
の
人
は
、
釈
迦
滅
後
の
正
法
以
降
に
『
無
量
寿
経
』
を
読
む
往
生
行
者
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
未
来
の
往
生
行
者
の
疑
網
を
解
消
す
る
も
の
が
、
無
上
功
徳
文
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
疑
網
や
そ
の
疑
網
を
解
消
す
る
と
い
う
話
題
は
、
法
然
な
り
の
、『
無
量
寿
経
』
流
通
分
の
解
釈
で
あ
る
。
一
般
的
に
流
通
分

と
は
、
未
来
の
衆
生
の
た
め
に
、
そ
の
経
典
を
広
め
る
た
め
の
段
落
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
法
然
の
『
大
経
釈
』
に
お
け
る
流
通
分

の
解
釈
は
、
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

法
然
は
、『
無
量
寿
経
』
を
、
念
仏
往
生
を
中
心
に
説
く
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
立
場
か
ら
解
釈
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
法
然

は
、『
大
経
釈
』
に
お
い
て
、
同
経
を
解
釈
す
る
に
、
次
の
よ
う
な
話
の
流
れ
を
描
い
て
い
る
と
い
え
る
。
釈
迦
は
、『
無
量
寿
経
』
の
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内
容
を
説
法
す
る
に
、
本
願
文
や
三
輩
文
の
部
分
で
は
、
様
々
な
機
根
に
対
応
す
る
た
め
、
但
念
仏
往
生
の
他
に
、
助
念
仏
往
生
・
諸

行
往
生
の
意
を
含
め
る
。
そ
し
て
、
同
経
の
未
来
の
読
み
手
が
、
三
義
の
う
ち
、
ど
れ
に
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
疑
網
を
懐
く
こ
と

を
釈
迦
は
予
見
し
、
流
通
分
を
説
く
時
に
、
そ
の
疑
網
を
解
消
す
る
た
め
、
廃
明
・
廃
帰
の
意
を
含
む
無
上
功
徳
文
を
説
く
。
こ
の
よ

う
な
同
経
の
話
の
流
れ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
法
然
は
『
大
経
釈
』
に
お
い
て
、
同
経
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
『
無
量
寿
経
』
の
話
の
流
れ
と
い
う
要
素
は
、
本
稿
の
冒
頭
で
提
起
し
た
問
題
を
解
決
す
る
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

詳
細
は
第
三
節
で
述
べ
る
。

第
二
節
第
三
項

廃
明
と
廃
帰
の
関
係

第
二
に
、
廃
明
と
廃
帰
と
を
順
に
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

廃
明
と
は
、
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
し
、
但
念
仏
往
生
を
明
か
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、『
無
量
寿
経
』
の
無
上

功
徳
文
に
お
い
て
は
、
往
生
に
つ
い
て
の
話
題
は
存
し
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
、
但
念
仏
往﹅
生﹅
を
明
か
す
と
い
え
る
の
か
。
こ
の

問
題
を
含
め
、
こ
の
廃
明
の
明
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
検
討
し
て
み
よ
う
。

無
上
功
徳
文
が
、
念
仏
往
生
文
で
あ
る
と
す
る
根
拠
と
し
て
、『
大
経
釈
』（
資
料
２
）
で
引
用
す
る
、
善
導
『
往
生
礼
讃
』
の
無
上

功
徳
文
の
釈
文
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
同
書
で
は
、

（
資
料
３
）

其レ
有テ
得

聞
ヲ

彼ノ

弥
陀
仏ノ
名
号ヲ

歓
喜
至ルマテ
一
念ニ

皆
当ニ
得

生
ヲ

彼ニ
９
）

と
あ
る
。
資
料
３
の
文
と
、『
無
量
寿
経
』
無
上
功
徳
文
と
を
対
比
す
る
と
、
同
経
同
文
の
「
当ニ
知ル
、
此ノ
人
為
得タリト
大
利ヲ
、
則チ
是レ
具

足ス
無
上ノ
功
徳ヲ
。」
の
文
の
代
わ
り
に
、
善
導
釈
文
で
は
、「
皆
当ニ
得

生
ヲ

彼ニ
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法

八

仏
教
学
会
紀
要

一
七
号



然
は
、『
無
量
寿
経
』
の
大
利
・
無
上
功
徳
を
得
る
こ
と
と
、
善
導
釈
文
の
往
生
の
内
容
と
が
対
応
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
つ
ま
り
、
法
然
の
理
解
に
お
い
て
は
、
大
利
・
無
上
功
徳
と
は
、
往
生
に
対
す
る
善
根
と
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
念
仏
を
修
し

て
、
大
利
・
無
上
功
徳
と
い
う
善
根
を
得
て
、
そ
し
て
そ
の
善
根
が
効
い
て
、
命
終
の
時
、
往
生
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
無
上
功
徳
の
文
を
、
念
仏
往
生
の
文
と
解
釈
す
る
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
無
上
功
徳
文
で
は
、
但
念
仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
の
三
義
か
ら
、
但
念
仏
往
生
の
み
を
選
び
、
明
か
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
本
願
文
・
三
輩
文
と
無
上
功
徳
文
と
が
連
結
さ
れ
る
。
こ
の
連
結
は
、
疑
網
を
懐
く
時
点

で
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
別
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
文
は
、
い
ず
れ
も
釈
迦
が
往
生
行
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で

共
通
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
文
を
連
結
す
る
の
は
、
当
然
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

次
に
、
廃
明
の
廃
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
右
記
の
よ
う
に
、
三
義
の
中
か
ら
の
選
び
と
い
う
場
が
あ
る
の
で
、
但
念

仏
往
生
の
み
を
明
か
せ
ば
、
残
り
の
二
義
は
廃
す
る
こ
と
に
な
る10

）
。
こ
の
廃
も
同
様
に
、
本
願
文
・
三
輩
文
と
無
上
功
徳
文
と
を
連
結

し
、
選
び
の
場
を
設
け
、
二
義
の
廃
を
導
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
無
上
功
徳
文
の
み
を
単
独
で
取
り
出
し
て
、
そ
れ
を
い
く
ら
眺
め
て
も
、
廃
と
は
い
え
な
い
。
そ
こ
に
は
、
廃
す
る
対
象

の
諸
行
な
ど
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
無
上
功
徳
文
の
み
で
は
、
諸
行
の
内
容
が
全
く
な
い
故
、
こ
れ
の
み
で
は
、
諸
行
に
つ
い
て
は
何

も
記
述
で
き
な
い
。
廃
と
い
う
こ
と
さ
え
、
記
述
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
本
願
文
・
三
輩
文
と
無
上
功
徳
文
と
を
連
結
し
、
選
び
の
場

を
設
け
な
い
と
、
廃
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
選
び
の
場
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
廃
明
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

廃
明
の
検
討
の
次
は
、
廃
帰
で
あ
る
。
廃
帰
と
は
、
こ
れ
も
既
述
し
た
よ
う
に
、
釈
迦
が
衆
生
に
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
さ

せ
、
但
念
仏
往
生
に
帰
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、『
観
経
』
の
内
容
と
『
無
量
寿
経
』
の
内
容
が
近
似
し
て

い
る
と
お
さ
え
、『
観
経
』
付
属
の
文
や
、
善
導
『
観
経
疏
』
付
属
の
釈
文
を
証
拠
文
と
し
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
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廃
帰
の
成
立
条
件
を
考
え
よ
う
。
こ
の
廃
帰
は
、
無
上
功
徳
の
文
と
う
ま
く
対
応
で
き
て
い
な
い
面
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
無
上
功

徳
の
文
は
、
釈
迦
の
使
役
表
現
で
は
な
い
。
廃
明
な
ら
ば
、
本
願
文
・
三
輩
文
と
無
上
功
徳
文
と
を
連
結
し
て
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表
現
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
廃
帰
を
無
上
功
徳
の
文
で
成
立
さ
せ
る
に
は
、
廃
明
よ
り
も
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、『
大
経
釈
』
に
お
い
て
は
、『
無
量
寿
経
』
の
内
容
と
『
観
経
』
の
内
容
が
近
似
し
て
い
る
と
お
さ
え
た
上
で
、『
観
経
』

の
付
属
の
文
・
同
釈
文
と
、
無
上
功
徳
文
と
を
対
応
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
付
属
の
釈
文
で
容
易
に
導
け
る
廃
帰
を11

）
、
無
上
功
徳
文
で
も

廃
帰
が
成
立
す
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
、
廃
帰
成
立
の
条
件
と
し
て
、
廃
明
も
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
無
上
功
徳
文
に
よ
る
、
三
義
の
う
ち
、
一
義
に
絞
る
と
い
う
事

柄
（＝

廃
明
）
を
あ
げ
な
い
と
、
廃
帰
は
導
け
な
い
。
そ
う
し
な
い
と
、『
観
経
』
と
対
比
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、『
観
経
』

『
観
経
疏
』
の
文
と
と
も
に
、
廃
明
も
な
い
と
、
廃
帰
は
導
け
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
廃
帰
に
も
、
廃
明
と
同
様
、
選
び
の
場
が
必
要
で
あ
る
。
選
び
の
場
が
な
い
と
、
少
な
く
と
も
、
廃
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
無
上
功
徳
の
文
は
、
念
仏
の
み
説
き
、
諸
行
に
は
言
及
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
諸
行
に
対
応
す
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、
や

は
り
、
廃
と
は
い
え
な
い
。
故
に
、
本
願
文
・
三
輩
文
と
無
上
功
徳
文
と
を
連
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
選
び
の
場
を
設
け
、
廃
帰
を
導

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
、
廃
帰
の
成
立
条
件
で
あ
る
。

で
は
、
廃
明
と
廃
帰
の
関
係
は
ど
う
で
あ
る
の
か
。
以
下
に
考
察
す
る
。

こ
の
廃
帰
は
、
無
上
功
徳
文
を
本
体
と
し
て
、
廃
明
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。
つ
ま
り
、
無
上
功
徳
文
に
お
け
る

釈
迦
の
行
動
を
、
廃
明
と
廃
帰
の
二
つ
の
側
面
か
ら
表
現
し
て
い
る
と
推
測
す
る
。
釈
迦
が
説
く
称
名
念
仏
を
修
せ
ば
、
往
生
で
き
る

と
い
う
無
上
功
徳
文
の
内
容
を
、
釈
迦
が
い
か
に
三
義
を
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
表
現
の
場
合
、
廃
明
で
あ
り
、
釈
迦
が
三
義
の
中
で

衆
生
に
何
を
さ
せ
た
い
か
と
い
う
表
現
の
場
合
、
廃
帰
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
廃
明
と
廃
帰
の
関
係
は
、
同
じ
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無
上
功
徳
文
の
釈
迦
の
行
動
を
、
別
々
に
表
現
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
無
上
功
徳
文
に
お
け
る
釈
迦
の
行
動
の
際
、
釈
迦

の
そ
の
意
図
・
行
為
を
別
々
の
角
度
か
ら
示
し
た
も
の
が
、
廃
明
・
廃
帰
と
い
う
二
つ
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
廃
明
と
廃
帰
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
疑
問
も
お
こ
り
う
る
。
疑
網
に
対
処
す
る
な
ら
ば
、

廃
明
と
廃
帰
と
二
つ
も
出
さ
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
廃
明
だ
け
に
し
て
、
廃
帰
を
わ
ざ
わ
ざ
上
記
の
よ
う

な
工
夫
を
し
て
ま
で
出
さ
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
る
。

疑
網
と
は
、「
諸ノ
往
生ノ
行
者
」（
資
料
２
）
と
あ
る
よ
う
に
、
往
生
を
目
指
す
行
者
が
懐
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
義
の
う
ち
、

ど
の
道
に
進
む
の
が
よ
い
か
、
迷
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
疑
網
の
話
題
の
次
元
は
、
往
生
行
者
が
ど
の

道
に
進
む
の
が
よ
い
の
か
と
い
う
次
元
で
あ
り
、
往
生
行
者
が
主
語
の
次
元
な
の
で
あ
る
。

こ
の
点
を
お
さ
え
て
、
廃
明
を
見
て
み
る
と
、
廃
明
は
、
釈
迦
が
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
し
、
但
念
仏
往
生
を
明
ら
か
に
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
迦
が
主
語
の
次
元
な
の
で
あ
る
。
こ
の
廃
明
の
次
元
だ
と
、
先
の
疑
網
の
次
元
と
は
異
な
る
。

す
な
わ
ち
、
疑
網
で
は
、
往
生
行
者
が
、
三
義
の
う
ち
ど
の
道
を
進
め
ば
よ
い
の
か
と
い
う
次
元
で
あ
る
が
、
廃
明
は
そ
の
次
元
と
異

な
っ
て
お
り
、
単
に
、
釈
迦
が
、
三
義
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
か
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
疑
網
と

い
う
問
い
と
、
廃
明
と
い
う
答
え
は
、
厳
密
に
は
か
み
あ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
廃
帰
の
次
元
は
、
疑
網
と
同
じ
次
元
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
帰
と
は
、
釈
迦
が
衆
生
に
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往

生
を
廃
さ
せ
、
但
念
仏
往
生
に
帰
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
廃
帰
の
場
合
は
、
往
生
行
者
が
、
実
質
、
廃
し
た
り
帰
し
た
り

す
る
の
で
、
往
生
行
者
が
主
語
で
あ
る
次
元
に
変
換
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
疑
網
と
い
う
問
い
と
、
廃
帰
と
い
う
答
え
は
、

か
み
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
疑
網
に
対
し
、
廃
明
だ
け
で
は
不
十
分
と
、
法
然
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
廃
明
で
は
、
疑
網
と
い
う
問
い
に
、
厳

一
一

無
上
功
徳
文
に
対
す
る
法
然
の
解
釈
（
一
）



密
に
は
対
応
し
て
い
な
い
の
で
、
対
応
す
る
廃
帰
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う12

）
。

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、
疑
網
に
対
し
て
は
、
廃
帰
の
み
出
し
、
廃
明
は
出
さ
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
、
と
い
う
疑
問
も
お
こ
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
疑
問
に
対
し
て
は
、
既
述
し
た
内
容
を
参
照
す
れ
ば
よ
い
。

す
な
わ
ち
、
廃
帰
の
成
立
条
件
の
一
つ
に
、
廃
明
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
廃
明
が
な
い
と
、
廃
帰
は
導
け
な

い
。
故
に
、
廃
帰
だ
け
表
記
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
廃
明
も
表
記
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
廃
明
と
廃
帰
と
、
両
方
と

も
表
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
廃
帰
を
導
く
た
め
に
、
廃
明
は
必
要
で
あ
り
、
疑
網
の
次
元
と
対
応
す
る

た
め
に
、
廃
帰
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

第
三
節

無
上
功
徳
文
を
釈
迦
帰
属
と
す
る
理
由

第
二
節
に
お
い
て
は
、
無
上
功
徳
文
を
『
大
経
釈
』
で
い
か
に
解
釈
し
て
い
る
か
を
検
討
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
本
節
で
は
、

な
ぜ
、
無
上
功
徳
の
文
に
お
い
て
、
釈
迦
が
主
語
な
の
か
、
解
答
を
施
す
。

『
大
経
釈
』
に
お
け
る
無
上
功
徳
文
の
解
釈
は
、
未
来
の
衆
生
が
懐
く
疑
網
に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
未
来
の
衆
生

の
疑
網
と
は
、『
無
量
寿
経
』
を
読
む
人
が
懐
く
疑
網
で
あ
る
。
疑
網
を
懐
く
こ
と
を
、
釈
迦
が
予
見
し
て
、
そ
の
疑
網
を
解
消
す
る

た
め
、
無
上
功
徳
の
文
を
説
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
お
さ
え
る
な
ら
ば
、
冒
頭
に
あ
げ
た
問
題
も
自
ず
と
解
消
す
る
。
す
な
わ
ち
、『
無
量
寿
経
』
の
本
願
文
や
三
輩
文
に

疑
網
を
懐
く
こ
と
を
予
見
す
る
の
は
釈
迦
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
疑
網
に
対
応
す
る
仏
は
、
同
じ
く
釈
迦
で
あ
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
故
に
、
そ
の
疑
網
を
解
消
す
る
内
容
で
あ
る
無
上
功
徳
の
文
は
、
釈
迦
帰
属
の
文
と
な
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
も
し
、
阿
弥
陀
仏
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が
無
上
功
徳
文
の
主
語
な
ら
、『
無
量
寿
経
』
の
釈
迦
説
法
の
中
で
お
こ
る
問
題
を
、
な
ぜ
、
釈
迦
を
越
え
て
ま
で
阿
弥
陀
仏
が
す
る

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

『
無
量
寿
経
』
の
未
来
の
衆
生
の
読
み
手
が
、
本
願
文
や
三
輩
文
を
見
て
、
但
念
仏
往
生
な
ど
の
三
義
の
う
ち
、
ど
れ
に
す
る
の
か

迷
っ
て
し
ま
う
と
い
う
疑
網
を
懐
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
無
上
功
徳
文
が
存
す
る
と
『
大
経
釈
』
で
は
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
な
次
元

に
降
り
立
っ
た
場
合
、
無
上
功
徳
の
文
は
、
釈
迦
帰
属
と
な
る
の
が
自
然
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
次
元
に
お
い
て
、
無
上
功
徳
文

を
阿
弥
陀
仏
帰
属
と
す
る
と
、
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
無
理
矢

理
な
感
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
故
に
、『
大
経
釈
』
に
お
い
て
、
無
上
功
徳
の
文
を
釈
迦
帰
属
と
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
も
可
能
だ
ろ
う
。『
大
経
釈
』
に
お
い
て
、
無
上
功
徳
の
文
は
、
流
通
分
と
い
う
性
質
と
不
可
離
で
あ

る
。
無
上
功
徳
文
が
同
書
で
解
釈
さ
れ
る
時
、
流
通
分
と
い
う
こ
と
が
常
に
前
提
に
あ
る
。
流
通
分
と
は
、
一
般
的
に
、
そ
の
経
典
の

教
説
を
、
釈
迦
が
未
来
の
衆
生
に
広
め
る
た
め
の
段
落
で
あ
る
。
無
論
、『
無
量
寿
経
』
も
同
様
と
い
え
る
。
そ
し
て
、『
大
経
釈
』
に

お
い
て
は
、
無
上
功
徳
文
は
、
流
通
分
と
い
う
性
質
と
不
可
離
で
あ
る
た
め
、
同
文
が
、
釈
迦
帰
属
と
な
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

流
通
分
と
は
、
釈
迦
が
主
語
と
な
っ
て
、
未
来
の
衆
生
の
た
め
に
教
説
を
広
め
る
段
落
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
、

同
文
を
釈
迦
帰
属
と
す
る
理
由
と
な
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

問
題
提
起
と
し
て
、
八
種
選
択
の
う
ち
、
他
の
選
択
と
は
異
な
り
、
選
択
讃
嘆
の
み
、
そ
の
念
仏
要
文
の
最
初
の
主
語
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
、
無
上
功
徳
の
文
は
、
釈
迦
帰
属
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
無
上
功
徳
文
を
、
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釈
迦
帰
属
と
す
る
の
は
、『
選
択
集
』
よ
り
前
に
成
立
し
た
、『
大
経
釈
』
や
『
逆
修
説
法
』
で
も
同
様
で
あ
る
。『
逆
修
説
法
』『
選
択

集
』
に
関
す
る
同
問
題
の
検
討
は
、
続
篇
に
ま
わ
す
こ
と
に
し
、
今
回
は
、『
大
経
釈
』
に
絞
っ
て
議
論
し
た
。

本
稿
で
は
、『
大
経
釈
』
に
お
け
る
同
問
題
の
解
答
を
施
す
前
に
、『
大
経
釈
』
の
該
当
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。『
大
経
釈
』

の
該
当
文
の
検
討
で
は
、
主
に
二
つ
の
こ
と
を
論
じ
た
。

第
一
に
、
法
然
の
描
い
た
『
無
量
寿
経
』
の
話
の
流
れ
で
あ
る
。
未
来
の
衆
生
が
、
同
経
の
本
願
文
や
三
輩
文
な
ど
を
読
み
、
但
念

仏
往
生
・
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
の
う
ち
、
ど
の
道
に
進
め
ば
よ
い
の
か
、
疑
網
を
懐
い
て
し
ま
う
。
そ
の
疑
網
に
対
応
し
た
も
の

が
、
流
通
分
の
無
上
功
徳
文
で
あ
る
。『
大
経
釈
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
話
の
流
れ
を
同
経
の
内
容
か
ら
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
廃
明
と
廃
帰
の
関
係
で
あ
る
。
廃
明
と
廃
帰
と
は
、
無
上
功
徳
文
を
本
体
と
す
る
、
表
裏
の
関
係
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

無
上
功
徳
文
の
釈
迦
の
行
動
を
、
別
々
の
表
現
で
な
し
た
も
の
が
、
廃
明
と
廃
帰
で
あ
る
。
そ
し
て
、
廃
明
・
廃
帰
は
、
補
完
関
係
に

あ
り
、
両
者
と
も
に
、
必
要
な
こ
と
も
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
廃
帰
成
立
の
た
め
、
廃
明
は
必
要
で
あ
り
、
疑
網
に
厳
密
に
対
応
す

る
た
め
、
廃
帰
が
必
要
な
の
で
あ
る13

）
。

そ
し
て
、
冒
頭
の
問
題
提
起
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
解
答
で
あ
る
。『
大
経
釈
』
に
お
い
て
描
く
同
経
の
話
の
流
れ
の
次
元

で
は
、
釈
迦
が
主
役
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
次
元
の
中
で
、
疑
網
に
対
応
す
る
仏
は
、
阿
弥
陀
仏
よ
り
も
、
釈
迦
で
あ
る
こ
と
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
同
経
の
話
の
流
れ
の
意
味
を
含
む
無
上
功
徳
文
が
、
釈
迦
帰
属
と
な
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
帰
結
な
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
考
察
の
結
果
、『
大
経
釈
』
該
当
文
に
お
け
る
、
釈
迦
帰
属
の
問
題
・
疑
網
・
廃
明
・
廃
帰
等
々
の
各
要
素
の
関
係
を
示

し
え
た
。
同
書
該
当
文
の
一
端
を
解
明
し
え
た
で
あ
ろ
う
。
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彰

」

平
成
十
六
年
九
月
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会

口
頭
発
表
）

○
本
庄
良
文
「『
選
択
集
』
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
意
味

服
部
英
淳
訳
の
顕
彰

」
『
浄
土
宗
学
研
究
』
三
一
、
平
成
十
八
年
三
月
）

○
本
庄
良
文
「『
選
択
集
』
第
四
・
第
十
二
章
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
語
義
」
『
八
百
年
遠
忌
記
念

法
然
上
人
研
究
論
文
集
』、
平
成
二
十
三

年
一
月
）

註１
）

な
お
、
こ
の
問
題
提
起
や
、
そ
れ
に
対
す
る
解
答
を
テ
ー
マ
と
す
る
先
行
研
究
は
、
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

２
）

石
井
教
道
氏
は
、『
昭
法
全
』
に
お
い
て
、
こ
の
三
書
の
成
立
順
を
、
①
三
部
経
講
説
、
②
『
逆
修
説
法
』、
③
『
選
択
集
』
と
さ
れ
る
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よ
う
で
あ
る
。

３
）
『
浄
全
』
第
一
巻
三
五
頁
。
な
お
、
句
読
点
は
筆
者
が
付
し
た
。

４
）
『
昭
法
全
』
七
一
〜
七
三
頁
。

５
）
『
昭
法
全
』
一
二
〇
〜
一
二
二
頁
。

６
）
『
昭
法
全
』
一
五
二
頁
。
岸
一
英
「『
阿
弥
陀
経
釈
』
古
層
復
元
本
」
『
仏
教
文
化
研
究
』
五
四
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）六
頁
。

７
）
『
昭
法
全
』
九
一
頁
。
な
お
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
資
料
２
の
文
の
改
行
は
筆
者
が
し
た
。
ま
た
、
資
料
２
の
六
行
目
「
故ニ
至テ
流
通ニ
、

初ニハ
」
の
訓
点
は
、「
故ニ
至テ
流
通ノ
初ニ
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

８
）

『
大
経
釈
』
の
廃
帰
の
文
の
訓
は
、
使
役
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
使
役
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
文
の
主
語
は

文
脈
上
、
釈
迦
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
釈
迦
が
主
語
で
、
述
語
が
「
帰
」
で
あ
る
が
、〞
釈
迦
が
念
仏
に
帰
す
る
〝
と
い
う
の
は
、
お

か
し
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
典
拠
と
な
る
付
属
の
釈
文
に
お
い
て
、
使
役
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
廃

帰
は
、
釈
迦
が
衆
生
に
…
…
さ
せ
る
と
い
う
、
使
役
表
現
だ
と
考
え
る
。

廃
帰
は
、『
選
択
集
』
第
四
章
・
第
十
二
章
に
も
説
か
れ
る
。
そ
の
『
選
択
集
』
の
廃
帰
を
、
釈
迦
の
使
役
表
現
に
す
べ
き
こ
と
は
、

本
庄
良
文
「『
選
択
集
』
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
意
味

服
部
英
淳
訳
・
英
訳
の
顕
彰

」

平
成
十
六
年
九
月
浄
土
宗
総
合
学
術
大

会
口
頭
発
表
）、
同
「『
選
択
集
』
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
意
味

服
部
英
淳
訳
の
顕
彰

」
『
浄
土
宗
学
研
究
』
三
一
、
平
成
十
八

年
三
月
）、
同
「『
選
択
集
』
第
四
・
第
十
二
章
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
語
義
」
『
八
百
年
遠
忌
記
念

法
然
上
人
研
究
論
文
集
』、
平
成

二
十
三
年
一
月
）な
ど
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
本
庄
論
文
を
大
い
に
参
照
し
、『
大
経
釈
』
の
廃
帰
も
使
役
表
現

で
あ
る
と
解
釈
し
た
。

な
お
、
か
つ
て
筆
者
は
、
拙
稿
「
法
然
に
お
け
る
「
傍
」
の
語
義
に
つ
い
て
の
一
考
察

特
に
『
選
択
集
』
第
四
章
の
傍
正
義
に
関
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し
て

」
『
仏
教
文
化
研
究
』
五
四
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）
に
お
い
て
、
本
庄
説
の
廃
帰
を
使
役
表
現
と
す
る
の
は
賛
成
だ
が
、
廃

立
も
使
役
で
あ
る
と
い
う
同
氏
の
説
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
反
対
を
し
、
そ
の
論
拠
を
簡
潔
に
記
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
本
庄
氏
は
、
前

掲
論
文
の
「『
選
択
集
』
第
四
・
第
十
二
章
に
お
け
る
「
廃
立
」
の
語
義
」
に
お
い
て
、
筆
者
の
見
解
を
批
判
さ
れ
た
。
拙
稿
の
私
見
に

対
し
て
の
批
判
を
、
ま
ず
は
本
庄
氏
に
感
謝
し
た
い
。
こ
の
本
庄
氏
の
批
判
に
対
す
る
筆
者
の
応
答
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
ま
わ
し

た
い
。

９
）
『
浄
全
』
第
四
巻
三
六
二
頁
上
。

10
）

た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
廃
と
い
う
の
は
、
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
否
定
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

11
）

付
属
の
釈
文
で
は
、〞
一
向
に
専
ら
弥
陀
の
名
を
称
さ
せ
る
〝
と
い
う
内
容
か
ら
、
使
役
表
現
の
「
帰
」
を
導
く
。
ま
た
、〞
定
散
両
門

の
益
を
説
く
と
い
え
ど
も
〝
と
先
の
〞
一
向
に
専
ら
弥
陀
の
名
を
称
さ
せ
る
〝
と
い
う
内
容
か
ら
、
衆
生
が
一
向
念
仏
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
諸
行
を
や
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
使
役
表
現
し
た
も
の
が
〞
廃
さ
せ
る
〝
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
役
表
現
の
「
廃
」
を

導
く
。

12
）

た
だ
し
、
廃
明
だ
け
で
も
、
肯
定
的
に
受
け
止
め
れ
ば
、
疑
網
に
答
え
う
る
。
釈
迦
が
、
但
念
仏
往
生
の
み
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
肯
定
的
に
行
間
を
読
め
ば
、
こ
の
念
仏
行
者
は
、
疑
網
を
解
消
し
、
但
念
仏
往
生
の
道
に
進
む
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

批
判
的
に
受
け
止
め
た
場
合
、
厳
密
に
は
廃
明
は
、
問
い
と
か
み
あ
っ
て
い
な
い
た
め
、
廃
帰
が
必
要
と
な
る
。
他
宗
な
ど
か
ら
の
批
判

を
想
定
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
受
け
止
め
も
、
当
然
、
法
然
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

13
）

廃
明
・
廃
帰
の
法
然
の
説
示
は
、
無
上
功
徳
文
が
、
疑
網
に
対
応
す
る
文
で
あ
る
こ
と
の
論
証
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
廃
明
・
廃
帰
を
か

く
の
ご
と
く
意
味
づ
け
る
こ
と
の
中
に
、
同
文
が
疑
網
に
対
応
す
る
文
で
あ
る
こ
と
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
廃
明
・
廃
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帰
を
解
釈
す
る
中
で
、
疑
網
を
あ
げ
、
同
じ
往
生
行
文
の
本
願
文
・
三
輩
文
と
無
上
功
徳
文
と
を
連
結
す
る
。
本
願
文
・
三
輩
文
と
連
結

し
た
廃
帰
は
、
助
念
仏
往
生
・
諸
行
往
生
を
廃
さ
せ
、
但
念
仏
往
生
に
帰
さ
せ
る
と
す
る
。
こ
の
時
点
で
、
無
上
功
徳
文
が
、
疑
網
に
対

応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
廃
明
も
、
肯
定
的
に
受
け
止
め
れ
ば
、
や
は
り
同
様
に
、
疑
網
に
対
応
し
う
る
。
廃
明
・
廃
帰
を
か
く

の
ご
と
く
意
味
づ
け
る
こ
と
は
、
法
然
の
描
く
『
無
量
寿
経
』
の
話
の
流
れ
の
成
立
に
貢
献
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
の
議
論
の
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
廃
明
・
廃
帰
の
解
明
は
、『
無
量
寿
経
』
の
話
の
流
れ
を
証
拠
立
て
る
も
の
で
も
あ
る
。

故
に
、
廃
明
・
廃
帰
の
解
明
は
、
本
稿
に
と
っ
て
必
要
な
議
論
と
も
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
証
拠
立
て
に
よ
り
、『
無
量
寿
経
』
の

話
の
流
れ
と
い
う
要
素
を
確
保
し
、
そ
の
確
保
し
た
要
素
を
、
冒
頭
の
問
題
提
起
に
答
え
る
た
め
の
鍵
と
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
浄
土
宗
総
合
学
術
大
会
の
口
頭
発
表
の
原
稿
を
大
幅
に
改
稿
し
、
一
部
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
三
年
辛
卯
十
二
月
十
五
日
原
稿
執
筆
了
）

（
平
成
二
十
四
年
壬
辰
二
月
十
日
第
一
校
了
）

（
平
成
二
十
四
年
壬
辰
二
月
二
十
七
日
第
二
校
了
）
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